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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月23日(2016.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠隔装置から、ある量の非標準通貨の注文を予測為替レートで受信することであって、
前記注文が、制限期間内に生じる固定日に処理される、受信することと、
　プロセッサを介して、前記注文を、マッチングされていない複数の注文とともにデータ
ベース内に記憶することであって、前記注文および前記複数の注文が、競売期限が終了す
る前に受信され、前記プロセッサおよび前記遠隔装置がネットワーク上で電子通信状態に
ある、記憶することと、
　前記プロセッサを介して、前記競売期限が終了したことを算出することと、
　前記プロセッサを介して、前記競売期限が終了したことを前記算出することに反応して
、マッチングされていない前記非標準通貨の全ての注文を含む注文集合を発生させること
と、
　前記プロセッサを介して、より小さい注文集合を発生させるために、選択的照準アルゴ
リズムを前記注文集合に適用することと、
　前記プロセッサを介して、前記注文の全ての可能な組み合わせを算出することであって
、各組み合わせが、前記より小さい集合の注文と前記より小さい集合の別の注文との間に
少なくとも１つのマッチング関係を含む、算出することと、
　前記プロセッサを介して、各組み合わせが発生させる取引量を算出することと、
　前記プロセッサを介して、前記取引量に基づいて、最も多い取引量を発生させる選択的
組み合わせを選択することと、
　ディスプレイ上に前記選択的組み合わせが選択されたという表示を表示することと、を
含む、方法。
【請求項２】
　プロセッサと、
　前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、
　　ある量の非標準通貨の注文を予測為替レートで受信することであって、前記注文が、
制限期間内に生じる固定日に処理される、受信することと、
　　前記注文を、マッチングされていない複数の注文とともにデータベース内に記憶する
こととであって、前記注文および前記複数の注文が、競売期限が終了する前に受信される
、記憶することと、
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　　前記競売期限が終了したことを算出することと、
　　前記競売期限が終了したことを算出することに反応して、マッチングされていない前
記非標準通貨の全ての注文を含む注文集合を発生させることと、
　　より小さい注文集合を発生させるために、選択的照準アルゴリズムを前記注文集合に
適用することと、前記注文の全ての可能な組み合わせを算出することであって、各組み合
わせが、前記より小さい集合の注文と前記より小さい集合の別の注文との間に少なくとも
１つのマッチング関係を含む、算出することと、
　　各組み合わせが発生させる取引量を算出することと、
　　前記取引量に基づいて、最も多い取引量を発生させる選択的組み合わせを選択するこ
とと、
　　ディスプレイ上に前記選択的組み合わせを表示することと、をするように指示する命
令を記憶する、記憶装置と、を含む、装置。
【請求項３】
　前記選択的組み合わせの複数の注文が、共に実行される、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記選択的組み合わせ内の前記注文の合計が、ゼロサムバランスをもたらす、請求項２
に記載の装置。
【請求項５】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、
　前記非標準通貨の交換注文を受信することであって、前記交換注文および前記ある量の
非標準通貨の前記注文の合計が、ゼロサムバランスをもたらす、受信すること、をするよ
うに指示する命令をさらに記憶する、請求項２に記載の装置。
【請求項６】
　前記交換注文が、前記制限期間内に生じる固定日を有する、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記注文が、買い注文または売り注文である、請求項２に記載の装置。
【請求項８】
　前記制限期間が、前記ある量の非標準通貨の前記注文を受信するより前に算出される既
定の期間である、請求項２に記載の装置。
【請求項９】
　前記制限期間が、前記既定の期間の一部にカスタマイズ可能である、請求項８に記載の
装置。
【請求項１０】
　前記制限期間が、複数の期間にカスタマイズ可能である、請求項２に記載の装置。
【請求項１１】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、
　第１の組み合わせが発生させる前記取引量が、第２の組み合わせが発生させる前記取引
量に等しいことを算出することと、
　前記第１の組み合わせが、前記第２の組み合わせより多いマッチング関係を含むことを
算出することと、
　前記第１の組み合わせよりも前記第２の組み合わせを選択することと、をするように指
示する命令をさらに記憶する、請求項２に記載の装置。
【請求項１２】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、プロセッサに、
　前記選択的組み合わせが確認されたという表示を受信すること、をするように指示する
命令をさらに記憶する、請求項２に記載の装置。
【請求項１３】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、
　前記選択的組み合わせが確認されたという前記表示を受信することに反応して、前記選
択的組み合わせの各前記マッチング関係を実行すること、をするように指示する命令をさ
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らに記憶する、請求項２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、前記選択
的組み合わせを元に戻すための要求を受信することと、前記元に戻すための要求に反応し
て、前記選択的組み合わせを取り消すことと、をするように指示する命令をさらに記憶す
る、請求項２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、マッチン
グされたがまだ確認はされていない、前記より小さい集合内の前記注文の割合を表示する
こと、をするように指示する命令をさらに記憶する、請求項２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記固定日が将来に生じる、請求項２に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ある量の非標準通貨が受渡日に渡され、前記受渡日が前記固定日の後に生じる、請
求項２に記載の装置。
【請求項１８】
　前記予測為替レートが、取引曲線によって算出され、前記取引曲線が、ブローカーによ
って前記ある量の非標準通貨の前記注文を受信するより前に発生させられる、前記請求項
２に記載の装置。
【請求項１９】
　前記取引曲線が、前記非標準通貨の複数の予測為替レートの補間を含む、請求項１８に
記載の装置。
【請求項２０】
　前記取引曲線が、少なくとも１つの取引モデルによって発生させられる、請求項１８に
記載の装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つの取引モデルが発生させる前記取引曲線が、異なる取引モデルが発
生させる取引曲線とは異なる、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、プロセッサに、
　前記取引曲線を閲覧するための要求を受信することと、
　前記要求に反応して、前記取引曲線の図形描写を発生させることと、をするように指示
する命令をさらに記憶する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　前記選択的照準アルゴリズムの適用が、
　少なくとも１つの静的マッチング不可能な注文を前記注文集合から除去すること、をさ
らに含む、請求項２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つの静的マッチング不可能な注文が、可能なマッチングを有さない、
請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つの静的マッチング不可能な注文が、対応する交換注文を有さない任
意の注文を含む、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つの静的マッチング不可能な注文が、最低必要条件より低い量の前記
非標準通貨を要求する、請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　前記選択的照準アルゴリズムの適用が、
　少なくとも１つの動的マッチング不可能な注文を前記注文集合から除去すること、をさ
らに含む、請求項２に記載の装置。
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【請求項２８】
　前記少なくとも１つの動的マッチング不可能な注文が、前記制限期間外にある固定日を
含む、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記少なくとも１つの動的マッチング不可能な注文が、信用限度を超える量を含む、請
求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの動的マッチング不可能な注文を実行することが、信用限度を超え
るであろう、請求項２７に記載の装置。
【請求項３１】
　前記ある量の非標準通貨の前記注文が、参加者によって送信され、前記方法が、前記参
加者と別の参加者との間の少なくとも１つの信用限度を受信することであって、前記少な
くとも１つの信用限度を超えるマッチング注文が、前記注文とマッチングされない、受信
すること、をさらに含む、請求項２に記載の装置。
【請求項３２】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、プロセッサに、
　前記少なくとも１つの信用限度を閲覧するための要求を受信することと、
　前記要求に反応して、複数の参加者の間の複数の信用限度を描写するインターフェース
を発生させることであって、前記複数の信用限度が、前記少なくとも１つの信用限度を含
む、発生させることと、をするように指示する命令をさらに記憶する、請求項２に記載の
装置。
【請求項３３】
　各前記複数の信用限度が、調整可能である、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、プロセッサに、
　既定の信用限度を各参加者に自動的に割り当てること、をするように指示する命令をさ
らに記憶する、請求項３２に記載の装置。
【請求項３５】
　各参加者に割り当てられる前記既定の信用限度の額が、各参加者の身元に依存する、請
求項３２に記載の装置。
【請求項３６】
　各参加者に割り当てられる前記既定の信用限度の額が、各参加者の出生国に依存する、
請求項３２に記載の装置。
【請求項３７】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、プロセッサに、
　第１の参加者が第１の出生国の出身であり、第２の参加者が第２の出生国の出身である
ことを算出することと、
　前記第１の国が強い経済的安定性を有することを算出することと、
　前記第２の国が弱い経済的安定性を有することを算出することと、
　前記第１の参加者に、前記第２の参加者よりも高い既定の信用限度を割り当てることと
、をするように指示する命令をさらに記憶する、請求項３２に記載の装置。
【請求項３８】
　各参加者に割り当てられる前記既定の信用限度の額が、各参加者によって実行されてき
た取引量に依存する、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　各参加者に割り当てられる前記既定の信用限度の額が、各参加者の取引履歴に依存する
、請求項３７に記載の装置。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つのマッチング関係が、前記より小さい集合の前記注文の一部と前記
より小さい集合の別の注文をマッチングすることを含む、請求項２に記載の装置。
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【請求項４１】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、前記より
小さい集合の前記注文の前記部分をマッチングすることから生じる残余を算出することと
、前記残余を前記より小さい集合の異なる注文とマッチングすることと、をするように指
示する命令をさらに記憶する、請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、前記ある
量の非標準通貨の前記注文を取り消すための要求を受信すること、をするように指示する
命令をさらに記憶する、請求項２に記載の装置。
【請求項４３】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、前記取り
消すための要求が、前記競売期限が終了する前に受信されたことを算出することと、前記
ある量の非標準通貨の前記注文を取り消すことと、注文が取り消されたという表示を伝送
することと、をするように指示する命令をさらに記憶する、請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、前記取り
消すための要求が、前記競売期限が終了した後に受信されたことを算出することと、注文
を取り消すことができないという表示を伝送することと、をするように指示する命令をさ
らに記憶する、請求項４２に記載の装置。
【請求項４５】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、前記競売
期限が終了した後、前記ある量の非標準通貨の複数の注文を受信することであって、前記
複数の注文が共に送信される、受信することと、をするように指示する命令をさらに記憶
する、請求項２に記載の装置。
【請求項４６】
　前記複数の注文が、前記競売期限の終了時に自動的に送信される、請求項４５に記載の
装置。
【請求項４７】
　前記複数の注文が、トリガイベントの検出に反応して送信される、請求項４５に記載の
装置。
【請求項４８】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、追加の競
売時間を追加するための要求を受信すること、をするように指示する命令をさらに記憶す
る、請求項２に記載の装置。
【請求項４９】
　前記記憶装置が、前記プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、前記追加
の競売時間の表示を伝送すること、をするように指示する命令をさらに記憶する、請求項
４８に記載の装置。
【請求項５０】
　プロセッサによって実行される際、前記プロセッサに、
　　ある量の非標準通貨の注文を予測為替レートで受信することであって、前記注文が、
制限期間内に生じる固定日に処理される、受信することと、
　　前記注文を、マッチングされていない複数の注文とともにデータベース内に記憶する
こととであって、前記注文および前記複数の注文が、競売期限が終了する前に受信される
、記憶することと、
　　前記競売期限が終了したことを算出することと、
　　前記競売期限が終了したことを算出することに反応して、マッチングされていない前
記非標準通貨の全ての注文を含む注文集合を発生させることと、
　　より小さい注文集合を発生させるために、選択的照準アルゴリズムを前記注文集合に
適用することと、
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　　前記注文の全ての可能な組み合わせを算出することであって、各組み合わせが、前記
より小さい集合の注文と前記より小さい集合の別の注文との間に少なくとも１つのマッチ
ング関係を含む、算出することと、
　　各組み合わせが発生させる取引量を算出することと、
　　前記取引量に基づいて、最も多い取引量を発生させる選択的組み合わせを選択するこ
とと、ディスプレイ上に前記選択的組み合わせを表示することと、をするように指示する
命令を記憶する、非一時的なコンピューター可読媒体を含む、製造品。
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